
子どもの頃、憧れのひとに近づきたくて近づけなかった、
そんな淡い想い出ありますか。

体育の時間に憧れの⼦を前に⾚っ恥をかく⾟さ、分かりますか。
20歳も過ぎて、初恋のほろ苦さを思い出し、なぜ⾃分はこんな性分

なのだと考え込むことありますか。
羨ましいアノヒトと⾃分との間の距離に悩み卑屈になったことのあ

る⼈は、トニオ・クレーゲルの理解者になれるかもしれない。芸術家
は、⾃分たちや作品を理解しない⼈々を⼀般ピープル、俗⼈だと軽蔑
する。だが⽂学者トニオ・クレーゲルは、どうしても俗⼈たちへの愛
を捨てきれない。たとえ俗⼈たちから、変⼈でツマラナイ怪しい⼈物
と思われ続けても、彼らへの愛と憂鬱な羨望を憎悪に変えることなく
筆をとる。「最も多く愛する者は、常に敗者であり、常に悩まねばな
らぬ」。20世紀ドイツ⽂学の巨匠トマス・マンが贈る、草⾷系⻘春⼩
説の⾦字塔。

1⽉13⽇（⽔）の５限、読書会に集まれ！

トニオ・クレーゲル

九⼤百冊
~ Classic Books Library Café ~

読書会とは？
読書は、⼀⼈だけでおこなう作業とは限りません。同じ本を読んだ⼈同⼠で感想
を共有し、あるトピックに関して議論をし、知⾒を深めていく、そのような場を
「読書会」といいます。読書の習慣のない⼈も読書会に参加することで読書の⾯
⽩さやコツに気づいたりできます。⼤学の「読書会」は、教養本から専⾨書まで
様々な本を扱います。ぜひ、在学中に読書会への参加や企画をしてみては！

トーマス・マン
(1875 - 1955)

ドイツ，イタリア，
フランス，デンマーク，

ロシア…


